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1. 仕様を全部読んで回路条件を理解します

2. I/oを書き、内部リレーを追記する割付表を書きます

3. シンボルを使いで回路図を作成します

4. 回路図にアドレス割付けをして割付表へ記入します

5. シーケンサーに回路図を見て入力し、打ち込み確
認します

6. シーケンサーとコンベア装置の配線をします

7. テスターで短絡チェックを行い、
電源を入れて、入力チェックはLSを手でONさせます

8. シーケンサーから回路転送を行い、デバックして回
路図を修正して完了です
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修正 ‘21.11.08 追記

作業手順書

片山安心コンサルタント合同会社
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作成 ‘21.09.20 

展開接続図 ハード回路

片山安心コンサルタント合同会社



• シーケンス回路は自分自身で作ったものが、後のメ

ンテナンスで他者が回路を読み動きを理解して実施

する事になります。

• 回路はシンプルで規則性があるものがベターです。

大規模回路も小規模も同じ手順でプログラミングさ

れたものは読みやすく、理解し易い事はダウンタイ

ムを短く出来ます。

• 次の回路は、規則性を持たせて作成しています。
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作成 ‘21.09.20 

シーケンス回路の作り方について
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入力機器 TB ビット

LS1 1 0
LS2 2 1
LS3 3
LS4 4
LS5 5
PB1 6 2
PB2 7 3
PB3 8 4
PB4 9 5
PB5 10 6
SS1 11
SS0 12 7
DSW-1 13
DSW-2 14
DSW-4 15
DSW-8 16

出力機器 TB ビット

RY1 20 0
RY2 21 1
PL1 22 2
PL2 23 3
PL3 24 4
PL4 25 5
DPL1-1 26
DPL1-2 27
DPL1-4 28
DPL1-8 29
DPL1-1 30
DPL1-2 31
DPL1-4 32
DPL1-8 33

ビット指定
は練習毎

に変えます
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作成 ‘21.09.20 

仕様１ H23-３級の I/O ビット指定
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入力機器 TB ビット

LS1 1 5
LS2 2 3
LS3 3
LS4 4
LS5 5
PB1 6 1
PB2 7 2
PB3 8 4
PB4 9 6
PB5 10 7
SS1 11
SS0 12 0
DSW-1 13
DSW-2 14
DSW-4 15
DSW-8 16

出力機器 TB ビット

RY1 20 2
RY2 21 1
PL1 22 4
PL2 23 3
PL3 24 5
PL4 25 0
DPL1-1 26
DPL1-2 27
DPL1-4 28
DPL1-8 29
DPL1-1 30
DPL1-2 31
DPL1-4 32
DPL1-8 33
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作成 ‘21.09.21 

仕様２ H23-３級の I/O ビット指定

片山安心コンサルタント合同会社



次の(①～⑥の)動作をするプログラムの設計を行う。

ただし、条件イ～ホを満足すること。

①「ＳＳ０」が”手動”の場合、「ＰＢ１」を押し続けている間「コンベア」は左行する。

②「ＳＳ０」が”手動”の場合、「ＰＢ２」を押し続けている間「コンベア」は右行する。

③「ＳＳ０」が”自動”の場合、「ＰＢ１」を押すと、次の動作を１サイクルとして起動する。

以下この一連の動作を ”サイクル動作” と呼ぶ。

・ 「コンベア」上の「パレット」は左行する。

・ 「パレット」がコンベア左端に到達すると、「コンベア」は停止する。

・ 「コンベア」停止から約1秒後、「パレット」が右行する。

・「パレット」がコンベア右端に到達すると、「コンベア」は停止して”サイクル動作”が終了

する。

④“サイクル動作”が終了後、再び「ＰＢ１」を押すと“サイクル動作”が起動する。

⑤「ＰＢ５」が押された場合、異常検出して「コンベア」および”サイクル動作”を直ちに停止

させると同時に「ＰＬ４」を点灯させる。
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H23-３級 仕様説明 1/2
作成 ‘21.09.20 

片山安心コンサルタント合同会社



⑥「ＰＢ４」を押すことにより異常を解除して「ＰＬ４」を消灯させる。

イ 「コンベア」動作中は、「ＰＬ１」が点灯する。

ロ 「コンベア」または ”サイクル動作” は、起動ボタン(自動時は「ＰＢ１」、手動時は「ＰＢ

１」「ＰＢ２」)を操作すること以外で起動してはならない。

ハ 異常検出中（ＰＬ４点灯）は、「ＰＢ１」または「ＰＢ２」を押しても「コンベア」及び“サイ

クル動作”が起動してはならない。

二 “サイクル動作”中に「ＳＳ０」を”手動”に切替えた場合、”サイクル動作”を即時に停

止させる。

ホ “サイクル動作”は、 「パレット」がコンベア右端にないと「ＰＢ１」を押しても起動して

はならない。 以上
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H23-３級 仕様説明 2/2
作成 ‘21.09.20 
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次の①～⑥の動作をするプログラムの設計を行い、入力及び動作確認を行うこと。
ただし、条件イ～ホを満足すること。

①「ＳＳ０」が”手動”の場合、「ＰＢ１」を押し続けている間「コンベア」は左行する。

②「ＳＳ０」が”手動”の場合、「ＰＢ２」を押し続けている間「コンベア」は右行する。

③「ＳＳ０」が”自動”の場合、「ＰＢ1」を押すと、次の動作を１サイクルとして起動する。

以下この一連の動作を ”サイクル動作” と呼ぶ。

・ 「コンベア」上の「パレット」は左行する。

・ 「パレット」がコンベア左端に到達すると、「コンベア」は停止する。

・ 「コンベア」停止から約1秒後、「パレット」が右行する。

・「パレット」がコンベア右端に到達すると、「コンベア」は停止して”サイクル動作”が終了する。

H23-３級 仕様説明 1/3

3-1

4-2

から は、作成の
順序と動作条件です。

１ 13

9

3-2

4-1

手を離すと止まる

6-1

7-1

8-1

9-1

動作1

動作2

動作3

動作4

５
5-2

5

ｻｲｸﾙ動作の終
了とは、何もしな
い時は、再びコ
ンベアが動き出

さないこと

8-2

片山安心コンサルタント合同会社

5-1

４

３

８

７

６

5-3

９

7-2

9-4 9-3連続ｻｲｸﾙの停止として
9-2

修正 ‘21.11.08 記変

5-4

連続ｻｲｸﾙの起動として



④“サイクル動作”が終了後、再び「ＰＢ１」を押すと“サイクル動作”が起動する。

⑤「ＰＢ５」が押された場合、異常検出して「コンベア」および”サイクル動作”を直ちに停止

させると同時に「ＰＬ４」を点灯させる。

⑥「ＰＢ４」を押すことにより異常を解除して「ＰＬ４」を消灯させる。

イ 「コンベア」動作中は、「ＰＬ１」が点灯する。

ロ 「コンベア」または ”サイクル動作” は、起動ボタン(自動時は「ＰＢ１」、手動時は

「ＰＢ１」「ＰＢ２」)を操作すること以外で起動してはならない。
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ｻｲｸﾙ中に再起動PB1を
押しても再起動しない

PB1を押しコンベアが動き出し自動で戻り止まるまで

2-1

1-1

非常停止コイルの
自己保持を切る接点

ｻｲｸﾙ動作の途中で止めてしまう

10
10-1

１

２

片山安心コンサルタント合同会社

1-4

5
5-2

修正 ‘21.11.08 記変

H23-３級 仕様説明 2/3

1-2 1-3



ハ 異常検出中（ＰＬ４点灯）は、「ＰＢ１」または「ＰＢ２」を押しても「コンベア」及び“サイ

クル動作”が起動してはならない。

二 “サイクル動作”中に「ＳＳ０」を”手動”に切替えた場合、”サイクル動作”を即時に停

止させる。

ホ “サイクル動作”は、 「パレット」がコンベア右端にないと「ＰＢ１」を押しても起動して

はならない。 以上

H23-３級 仕様説明 3/3

11

表示回路

13-1

異常回路を優先し、動かないこと

自動をOFFにした

1

手動モードにしたらPL1消灯する。
異常PL4は、消灯のままにする

片山安心コンサルタント合同会社

12-1

11-1

11-2

11

12
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修正 ‘21.11.08 記変



４.仕様１ I/Oと内部ﾘﾚｰ ｱﾄﾞﾚｽ表

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
入力
00
CH

SS0
自動
選択

PB5
非常
停止

PB4
解除
ﾎﾞﾀﾝ

PB3 PB2
右行
ﾎﾞﾀﾝ

PB1
左ﾎﾞ
起動

LS2ｻ
左端

LS1ｳ
右端

出力
100
CH

PL4
非常
停止

PL3 PL2 PL1
ｺﾝﾍﾞｱ

表示

RY2ｳ

右行
ﾘﾚｰ

RY1ｻ

左行
ﾘﾚｰ

内部
ﾘﾚｰ

16
入力

自動
ss補

入力

起動
ﾎﾞ補

入力

解除
ﾎﾞ補

入力

非常
停止

入力

右行
ﾎﾞ補

入力

左行
ﾎﾞ補

入力 入力

内部
ﾘﾚｰ

17
自動 自動 自動 自動

1ｻｲｸ
ﾙ完了

自動
右行
指示

自動

左行
完了

自動
左行
指示

自動
ｻｲｸﾙ

運転

自動
ｻｲｸﾙ

完了

内部
ﾘﾚｰ

18

出力

非停
表示

出力

右行
表示

出力

左行
表示

出力

右行
補助

出力

左行
補助

ﾀｲﾏ- T05 T04 T03 T02
右行
開始

T01
右端
0.2秒

T00
左端
0.2秒

オムロンCP1E用
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修正 ‘21.11.08 修正
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コンベア左端
時限

LS1
00.00

LS2
00.01

T00 0.2秒

コンベア右端
時限T01 0.2秒

LS2
00.01

LS1
00.00

検知インターロック
機械(課題)によって
入力アドレス変わる

16.00
コンベア

左端

16.01
コンベア

右端

0.2秒

前進端

0.0秒

0.4秒

タイマ設定で検知レバーと
ドッグの重なり代が多くなる

LSにドッグが当たった直後

に止めるとドッグ外れを起
こしやすい

T00

T01

CP1Eオムロン 旧JIS記号

片山安心コンサルタント合同会社

タイマーT00とT01のアドレス利用して間接アドレスにすると
この回路は不要になる

動作端検知入力

13

修正 ‘21.11.08 修正



入力アドレスが変わっても
回路に影響無い

LS1
00.00

コンベア左行端
時限

LS1
16.01

LS2
16.00

T00 0.2秒

コンベア右行端
時限T01 0.2秒

LS2
16.00

LS1
16.01

16.08
コンベア
左行端

16.09
コンベア
右行端

T00

T01

CP1Eオムロン 旧JIS記号

片山安心コンサルタント合同会社

16.00
コンベア

左行端補助

16.01
コンベア

右行端補助

LS2
00.01

タイマーT00とT01のアドレスを利用し間接アドレスにする

回路が多くなり、
置き換えは行わない

課題ごとにアドレスは変わる。
間接アドレスは、ここだけ修正すればよい

間接アドレス 端検知入力
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修正 ‘21.11.08 修正



15

手動、
コンベア左行

手動、
コンベア右行

自動、
サイクル運転

左行動作

右行動作

左端で指定時間停止

手動モード 自動モード

コンベア動作
警告表示

押しボタンの切り替わり

片山安心コンサルタント合同会社

動作タイムチャート
作成 ‘21.09.20 



異常
PB5

00.06

異常中
100.05

異常解除
PB4

00.05
100.05

1
2

異常中 PL4

16

非常停止になった事を記憶する
非常停止コイル

1-1

「非常停止が働いている間」とは、
非常停止コイルを自己保持

(ホールド)していること

非常停止コイルの
自己保持を切る接点

片山安心コンサルタント合同会社

H23-３級 ラダー回路作成 1/5

異常
PB5

00.06
16.04

非常停止釦 PB5

異常解除
PB4

00.05
16.05

異常解除釦 PB4

異常
PB5

16.04

異常中
18.04

異常解除
PB4

16.05
18.04

異常中 PL4

異常中
PL4

18.04
100.05

異常中 PL4

内部アドレ
ス(コイル)
に置き換え

ている

直接アドレス

間接アドレス

仕様書⑤⑥の回路を作成する

2-1

修正 ‘21.11.08 記変



左行ﾘﾚｰ RY1

右行ﾎﾞﾀﾝ
PB2

00.03

起動ﾎﾞﾀﾝ
PB1

00.02

自動
SS0

00.07

自動
SS0

16.07

左行指示
17.02

異常中
PL4

18.04

左行ﾎﾞﾀﾝ

16.02

右行ﾎﾞﾀﾝ

16.03

右行補助
ﾘﾚｰRY2
18.01

左行停止
17.03

18.003 左行補助
ﾘﾚｰ RY1

同時にONしてはいけな

い左行ﾘﾚｰと右行ﾘﾚｰで
ｲﾝﾀｰﾛﾂｸを行う。

17

11-1
4-23-23-1

片山安心コンサルタント合同会社

H23-３級 ラダー回路作成 2/5

16.07
自動選択 SS0

16.06
起動ﾎﾞﾀﾝ

内部アドレ
ス(コイル)
に置き換え

ている

16.02
左行ﾎﾞﾀﾝ

16.03
右行ﾎﾞﾀﾝ

内部アドレ
ス(コイル)
に置き換え

ている

起動ﾎﾞﾀﾝ
PB1

00.02

100.00

左行補助
18.00

仕様書①②の回路を作成する

仕様では、同時
押しのｲﾝﾀｰﾛﾂｸ
は無くてよい。

「左行の絶対条件」
の部分に、異常と
逆行条件を入れる

6
7-26-1

修正 ‘21.11.08 記変

1-2



仕様が先押しボタンを有効にしているので、
「両押し切り」のインターロック接点は不要になる

自動
SS0

16.07

右行指示

17.04

異常中

PL4
18.04

左行ﾎﾞﾀﾝ

16.02

右行ﾎﾞﾀﾝ

16.03

左行補助

ﾘﾚｰRY1
18.00

18.01
右行補助

ﾘﾚｰ RY2

同時にONしてはいけない左行ﾘﾚｰ
と右行ﾘﾚｰでｲﾝﾀｰﾛﾂｸを行う。
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「右行の絶対条件」
のこの部分に入れる

3-24-24-1
4

自動がa接点なら、
b接点は手動になる

片山安心コンサルタント合同会社

H23-３級 ラダー回路作成 3/5

右行ﾘﾚｰ RY2
100.01

右行補助
18.01

内部アドレ
ス(コイル)
に置き換え

ている

4

左行補助

18.00
100.02

右行補助

18.01

コンベア動作 PL1

3

8-2
8

4

10

右行停止
17.05

9-2

修正 ‘21.11.08 記変
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左端 LS2
00.00

右端 LS1
00.01

T0 左端確認

0.2秒 #2

T1 右端確認
0.2秒 #2

19
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H23-３級 ラダー回路作成 4/5
検知インターロック

無しの場合

異常中
PL4

18.04
17.01

サイクル動作

自動
SS0

16.07

サイクル
運転

17.01

見易くする為
ここへ移動
するとよい

起動ﾎﾞﾀﾝ
PB1

16.06

右端
LS1
T1

サイクル
動作完了

17.00
5

5-2 9-3

6

右端
LS1
T1

左行指示

17.02

サイクル

動作
17.01

17.02
コンベア
左行指示

1サイクルで
終わらせる

仕様書③④の回路を作成する

1ｻｲｸﾙだけを行う

ﾀｲﾏｰで内部
リレーを代用

する

5-1 13-1

修正 ‘21.11.08 記変

13-1

5-3

5-3

1ｻｲｸﾙの起動として、

回路作成しています。

5-3
11-2
1-3



H23-３級 ラダー回路作成 5/5
左端
LS2
T0

左行完了

17.03

サイクル
動作
17.01

17.03
コンベア左行完了
左行停止

T2
右行指示タイマー

1秒
設定値 #10

20
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コンベア
左行指示

17.02

右行指示

17.04

右端
LS1
T1

17.00
サイクル
動作完了

17.04
コンベア右行指示

右行指示
ﾀｲﾏｰ

T2

9-18-2

サイクル
動作
17.01

ｺﾝﾍﾞｱ

左行完了

17.03

右行指示

17.04

サイクル
動作
17.01

1サイクルで
終わらせる

動きが無いので、
T2は並列にした

1ｻｲｸﾙだけを行う

７

８

９

修正 ‘21.11.08 記変
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8-17-2

6-2

5-3

5-3

5-3



左端 LS2
00.00

左端 LS2
00.00

T0 左端確認

0.2秒 #1

T1 右端確認
0.2秒 #1

21
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H23-３級 ラダー回路 4A/5
検知インターロック

有りの場合

異常中
PL4

18.04
17.01

(連続)
サイクル運転

自動
SS0

16.07

サイクル
運転

17.01

起動ﾎﾞﾀﾝ
PB1

16.06

右端
LS1
T1

(連続)
ｻｲｸﾙ終了

17.00

11-2

5
13-1

5-3

ｻｲｸﾙ動作

17.02

サイクル
運転
17.01

17.02
サイクル動作
コンベア左行指示

1ｻｲｸﾙ
動作完了

17.05

9-2

連続サイクル
を行う

１サイクルを
行う

連続又は1ｻｲｸﾙを行う回路
右端 LS1

00.01

右端 LS1
00.01

ﾀｲﾏｰで

内部リレーを
代用する

動作1
６

右端
LS1
T1

サイクル
運転
17.01

5-3

5-2 5-1 9-3

13-1

修正 ‘21.11.08 記変

5-4

1-3



H23-３級 ラダー回路 5A/5
左端
LS2
T0

左行完了

17.03

17.03
コンベア左行完了
左行停止

T2
右行指示タイマー

1秒
設定値 #10
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修正 ‘21.11.08 記変

コンベア
左行指示

17.02

右行指示

17.04

右端
LS1
T1

17.05
右行停止
１サイクル動作
完了

17.04
コンベア右行指示

右行指示
ﾀｲﾏｰ

T2

9-18-2

ｺﾝﾍﾞｱ
左行完了

17.03

右行指示

17.04

1ｻｲｸﾙ
動作完了

17.05

右端
LS1
T1

17.00
(連続)
サイクル終了

9-19-2

(連続)ｻｲ
ｸﾙ運転

17.01

ｻｲｸﾙ動作

17.02

1サイクルを終わらる為
17.02をOFFにする

連続サイクル
を終わらせるサイクル

終了
条件

連続又は1ｻｲｸﾙを行う回路

動きが無いので、
T2は並列にした

この条件が無ければ、
1サイクルで終わらせる

動作２
７

８

９

動作３

見えない動作４

7-1

8-1

ｻｲｸﾙ動作

17.02

ｻｲｸﾙ動作

17.02

9-3
5-4

5-3

5-3

5-3

7-2

6-2



起動
ボタン

自動運転
中

17.01

動作指示1
ｺﾝﾍﾞｱ左行

17.02

動作指示2
停止1秒

17.03

動作指示1
完了

動作指示2
完了

ｻｲｸﾙ動作
完了
17.05

ｻｲｸﾙｶｳﾝﾀ
ｶｳﾝﾄアップ

(連続)
ｻｲｸﾙ終了

17.00

起動条件

自動運転中をOFFする

動作指示3
ｺﾝﾍﾞｱ右行

17.04

動作指示3
完了

1ｻｲｸﾙ(動作を繰り返す)

動作停止

23

動作1 コンベア左行、
2 コンベア 1秒停止、
3 コンベア右行

片山安心コンサルタント合同会社

H23 主制御の流れ
修正 ‘21.10.08 追記

可

不可
停止

連続

1ｻｲｸﾙ

1ｻｲｸﾙ 連続の中に1ｻｲｸﾙ

1ｻｲｸﾙ

連続の輪(1サイクルを繰り返す)

1ｻｲｸﾙ動作で
終了させる回路



主制御部 基本形

W14動作完了が遅れ異
常中断(サイクルタイム
オーバー)にした場合

起動指令

1ｻｲｸﾙ動作
17.02

17.03

17.04

1ｻｲｸﾙ完了
17.05

ｻｲｸﾙ完了
17.00

異常中断

ｻｲｸﾙ中
17.01

動作指示1
17.02

起動PB
自動ﾓｰﾄﾞ ｻｲｸﾙ中

17.01

17.01

17.02

17.01

ｻｲｸﾙ完了
17.00

ｻｲｸﾙ中
17.01

動作指示2
17.03

17.03

17.02
(1ｻｲｸﾙ)

17.02
17.02の

動作完了

異常
中断起動の

原位置

動作完了
17.05

17.04 17.02

ｻｲｸﾙ完了
17.00

17.05
ｻｲｸﾙ中

17.01

17.04の

動作端ON

ｻｲｸﾙ終了
の条件

CP1Eオムロン 新JIS記号

動作指示3
17.04

17.04

17.03 17.02
17.03の

動作完了

24
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動作完了
17.05原位置



出力補助 基本形

W50
コンベア
左行指示

W12

運転準備
W08自動

W01

W50

W20

W13

W51

動作条件
W100

手動
M02

異常中断
W05

自動

手動

自己保持

戻し

コンベア
右行指示

W51

W04

W15

運転準備
W08自動

W01

W51

W21

動作条件
W100

手動
W02

異常中断
W05

自動

手動

自己保持

戻し

W50

非常停止ボタンを押したら
駆動を切る

異常が起きたら
駆動を切る

壊さない為の条件を入れる。
(インターロック)

W19

CP1Eオムロン 新JIS記号
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